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霊長類のリンパ球発現遺伝子の解析
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免疫細胞であるリンパ球に関する研究は､ヒ

ト及びマウスを用いて広範に行われていて､多

くの知見が集積されている｡一方､ヒト以外の

霊長類は､免疫学的にヒトと共通の特性､例え

ば共通の病原体に感受性を有する場合があり､

ヒトに対し重薦な疾病を引き起こす人猷共通感

染症のレゼルボアになりうる｡このように霊長

類は､公衆衛生学上重要な動物であると認識さ

れているにもかかわらず､病態メカニズムを理

解する上で必要な免疫機構に関する基礎的知見

が少ない｡そこで霊長類の免疫機構を解明する

一環として､ニホンザルの末梢血白血球におい

て発現する活性酸素産生酵素 (NADPHoxidase)

迫伝子の検出を試みた｡

比丑遠心法によってニホンザルの末梢血液か

ら得た白血球より全RNAをISOGENを用いて抽

出した｡続いてNADPHoxidaseを構成するフラ

ボチ トクローム b55;のサブユニットである

gp91Pho-および p22Phox遺伝子を検出するプライ

マーをヒ トの cDNA 配列をもとに設計し､

RT･PCR法を行った｡その結果､予想される分子

量に丙遺伝子の発現が確認された｡またgp9lPhox

蛋白の発現については､抗ヒトgp91Pho∫抗体を用

いたフローサイ.トメ･トリーによって､分離した

ニホンザル白血球上で確認された｡

以上よりニホンザル白血球においても活性酸

素産生酵素の存在が明らかとなった｡
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サルに眼球運動と上肢の到達運動を

訓練して､手と目の運動調節機構を

解析 した｡ 課題遂行中､前頭眼野

(FEF)と運動前野背側部 (PM

d)､腹側部 (PMv)から細胞活

動記録と皮質内微小刺激を行った｡

運動前野では､吻側部と尾側部で

は､皮質内微小刺激で差が見られ､

尾側部は上肢等の誘発運動が見られ

たが､吻側部では眼球運動が誘発さ

れる部位が見 られた｡Pmvでも､手

の誘発運動と眼球運動が見られる部

位が見られた｡細胞活動も上肢と眼

球運動に関連した細胞が異なる部位

に分布しており､運動前野は､上肢

と手の運動の協調を考える上で韮要

な役割を果たしている可能性が示唆

された｡

また､サルに形と､位定による､

2種類の遅延課題を訓練して､甫耶罰

前野から記録した｡細胞活動は､サ

ンプル呈示､選択刺激呈示時期に､

特徴的な活動を示した｡ 特に 前頭前

野の運動関連の活動には､ターゲッ

トの形や 位置に依存する細胞活動､

さらに どのような種類の選択基準で

運動を選択する必要があるかで､逃

択的に活動変化を示す細胞が存在し

た｡しかし､一次運動野の細胞で

は､運動そのものに依存した活動が

ほとんどであった｡運動関連活動

も､前頭前野では､より認知的な運

動のコンテクストに依存することが

明 らかになった｡


